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受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて､｢DC ガリレオ」は、このたび、第48期の決算を行

いました。本ファンドは、独自開発の計量運用モデル

を用い、日本を含む世界の先進国の債券および通貨

に分散投資することにより、信託財産の長期的な成長

を図ることを目標として運用を行っております。今期の

運用経過等について、以下のとおりご報告申し上げま

す。 

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上

げます。 

 

〒105-5543 東京都港区虎ノ門2-6-1 虎ノ門ヒルズステーションタワー 

お問合せ先 ：03-4587-6000（代表） 
www.gsam.co.jp 

受 付 時 間：営業日の午前９時～午後５時 

第48期末（2025年10月20日） 第48期 

基準価額 9,118円 騰 落 率 -0.2％ 

純資産総額 1,403百万円 分配金合計 0円 
 
(注)騰落率は収益分配金(税引前)を分配時に再投資したものと

みなして計算したものです。 

 

 

■本ファンドの仕組みは次のとおりです。 
 
商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 原則として無期限 

運用方針 
 
日本を含む世界各国の債券・通貨への分散

投資を通じて、信託財産の長期的な成長を図

ることを目標として運用を行います。債券市

場の国別配分、および通貨配分はゴールドマ

ン・サックスが開発した3つの計量モデルを組

み合わせて用いることにより決定し、ポートフ

ォリオを構築します。 

主要投資対象  

 本ファンド ガリレオ・マザーファンドの受益証券 

 
ガリレオ・ 

マザーファンド 

 
日本を含む世界各国の債券および通貨 

 
運用方法・組入制限 

 
①主としてマザーファンドの受益証券に投資

し、原則として、その組入比率は高位に保

ちます。 

②本ファンドおよびマザーファンドにおける組

入制限は下記のとおりです。 

・株式への投資割合は、信託財産の純資産

総額の70％以下とします。 

・外貨建資産への投資割合については、特

に制限を設けません。 
 
分配方針 

 
原則として毎計算期末（毎年4月20日および

10月20日。休業日の場合は翌営業日。）に収

益の分配を行います。投信会社が経費控除

後の利子・配当等収益および売買損益（評価

損益を含みます。）等の中から基準価額水

準、市場動向等を勘案して分配金を決定しま

すが、長期的な信託財産の成長に資するた

め、収益分配金は少額に抑えることを基本方

針とします。 

 

追加型投信／内外／債券 

 

第48期(決算日2025年10月20日) 

 

作成対象期間：2025年４月22日～2025年10月20日 
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ＤＣ ガリレオ

■最近5期の運用実績 
 

決  算  期 
基準価額 

(分配落) 

  

ベンチマーク 

 
債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 

純資産 

総 額 税引前 

分配金 

期 中 

騰落率 

期 中 

騰落率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

44期(2023年10月20日) 9,296 0 △5.6 12,411 △5.0 81.6 △39.8 1,625 

45期(2024年４月22日) 9,430 0 1.4 12,549 1.1 83.1 △27.6 1,577 

46期(2024年10月21日) 9,385 0 △0.5 12,657 0.9 79.4 △14.3 1,551 

47期(2025年４月21日) 9,133 0 △2.7 12,500 △1.2 78.9 △13.7 1,485 

48期(2025年10月20日) 9,118 0 △0.2 12,597 0.8 82.6 △48.3 1,403 

（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注２）ベンチマークは2001年12月21日を10,000として指数化しております。 
（注３）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率。 
（注５）本ファンドはマザーファンドを組入れますので、債券組入比率、債券先物比率は、実質比率を記載しております。 

 

■当期中の基準価額と市況推移 
 

年  月  日 基準価額 
 

ベンチマーク 
 債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 騰落率 騰落率 

(期 首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年４月21日 9,133 － 12,500 － 78.9 △13.7 

  ４月末 9,168 0.4 12,582 0.7 80.1 △18.7 

  ５月末 9,150 0.2 12,480 △0.2 81.0 △25.3 

  ６月末 9,149 0.2 12,533 0.3 83.4 △19.8 

  ７月末 9,129 △0.0 12,466 △0.3 79.8 △44.6 

  ８月末 9,112 △0.2 12,475 △0.2 81.3 △18.3 

  ９月末 9,111 △0.2 12,514 0.1 80.2 △47.1 

(期 末)       

2025年10月20日 9,118 △0.2 12,597 0.8 82.6 △48.3 

（注１）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注２）ベンチマークは2001年12月21日を10,000として指数化しております。 
（注３）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率。 
（注５）本ファンドはマザーファンドを組入れますので、債券組入比率、債券先物比率は、実質比率を記載しております。 
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ＤＣ ガリレオ

運用経過 
 

■基準価額等の推移について（2025年４月22日～2025年10月20日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 第48期首：9,133円 

 第48期末：9,118円 

 （当期中にお支払いした分配金：0円） 

 騰落率：－0.2％（分配金再投資ベース） 
 
（注１）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）

80％＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％です。 
（注２）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の

実質的なパフォーマンスを示すものです。 
（注３）実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります。

また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

（注４）分配金再投資基準価額、ベンチマークは、期首の基準価額を起点として指数化しています。 
（注５）騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しています。 

 

■基準価額の主な変動要因 

 本ファンドの基準価額は、期首の9,133円から15円下落し、期末には9,118円となりました。 

 

上昇要因 

 投資戦略のうち、債券国別配分戦略からのプラス寄与が基準価額の上昇要因となりました。また、保

有する債券からの利息収入が基準価額の上昇要因となりました。 

 

下落要因 

 投資戦略のうち、通貨配分戦略および資産間配分戦略からのマイナス寄与が基準価額の下落要因とな

りました。 



 

 

 

 

 

品    名：26A02867_全体_01_DCガリレオ.doc 

オペレーター：千修デジタルワーキングルーム pd2-user 

プリント日時：2025/12/09 8:41:00 

 

－ 3 － 

ＤＣ ガリレオ

■投資環境について 
＜外国債券市場＞ 
 当期において、米国10年国債利回りは下落（価格は上昇）した一方、ドイツおよび日本の10年国債
利回りは上昇（価格は下落）しました。 
 米国では、４月上旬に米国の関税政策を巡る混乱から10年国債利回りが一時4.0％を下回る水準にな
りましたが、その後トランプ大統領が関税を巡る強硬姿勢を後退させたことや、パウエルＦＲＢ（米連
邦準備制度理事会）議長が利下げに慎重な姿勢を示したことから、５月後半には4.6％まで上昇しまし
た。６月下旬以降は経済指標の軟化などから10年国債利回りは下落基調に転じ、4.0％近辺で期末を迎
えました。 
 ドイツでは、防衛予算拡大のため財政規律の緩和方針が示されたことで、10年国債利回りは８月中旬
から９月にかけて2.8％まで上昇しましたが、以降は下落基調となり、2.6％近辺で期末を迎えました。 
 日本では、物価指標の上振れや日銀の金融正常化に対する姿勢を受け、10年国債利回りは期を通して
上昇傾向を示し、1.7％近辺で期末を迎えました。 
 
＜外国為替市場＞ 
 米ドルやユーロを始めとする主要通貨のほぼすべてが対円で上昇しました。ドル円は、期初はトラン
プ政権の政策面における混乱による米ドル離れの影響から141円近辺の水準でしたが、その後は期を通
して上昇基調で推移し、151円近辺で期末を迎えました。ユーロ円は、米ドルから流出した資金の受け
皿となったことや、ユーロ圏における財政拡張政策により金利が上昇傾向を示したことから継続的に上
昇し、176円近辺で期末を迎えました。 
 
■ポートフォリオについて 
＜本ファンド＞ 
 ガリレオ・マザーファンドを組入れることにより、日本を含む世界各国の債券および通貨への投資を
通じて、信託財産の長期的な成長を図ることを目標として運用を行いました。 
 
＜本マザーファンド＞ 

 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネジ

メントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に分

散投資を行いました。 

 当社のアクティブな投資判断に基づいて、この運用期間中に投資配分比率を機動的に変更しました。 

 

債券国別配分戦略 

 当期の債券国別配分戦略は、本マザーファンドのパフォーマンスにプラス寄与となったものと推定し

ています。強気としていたカナダ、イタリア、オーストラリアからはプラス寄与となりました。一方、

弱気としていた英国、米国、また期中に強気から弱気に転じたドイツからはマイナス寄与となりました

が、全体としてはプラスとなりました。 
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通貨配分戦略 

 通貨配分戦略は、債券国別配分戦略とは独立して行います。例えば、米国の債券について強気の見通

しであっても、米ドルに対して弱気の見通しであれば、米国債券にはオーバーウェイトとすると同時に、

米ドルをアンダーウェイトとするということになります。当期の通貨配分戦略は、本マザーファンドの

パフォーマンスにマイナス寄与となったものと推定しています。弱気としていたスイス・フランと米ド

ルからはマイナス寄与となりました。一方、強気としていた英ポンド、ノルウェー・クローネからはプ

ラス寄与となりましたが、全体としてはマイナス寄与となりました。 

 

資産間配分戦略 

 当期の資産間配分戦略は、本マザーファンドのパフォーマンスに小幅マイナス寄与となったものと推

定しています。 

 

■ベンチマークとの差異について 

＜当期の基準価額とベンチマークの対比（騰落率）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注１）基準価額の騰落率は収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。 

（注２）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）

80％＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％です。 

 

 当期の本ファンドのパフォーマンス（分配金再投資ベース）は－0.2％となり、ベンチマーク

（＋0.8％）を下回りました。当期においては、債券国別配分戦略がプラス寄与となりました。一方、通

貨配分戦略および資産間配分戦略はマイナス寄与となりました。 
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■分配金について 

 収益分配金（１万口当たり、税引前）については、分配方針および基準価額の水準などを勘案し、

当期の分配は行わないこととしました。収益分配金に充てなかった収益については、信託財産内に留保

し、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

今後の運用方針について 
＜本ファンド＞ 

 今後も引き続き本マザーファンドを組入れることにより、日本を含む世界各国の債券および通貨への

投資を通じて、信託財産の長期的な成長を図ることを目標として運用を行います。 

 

＜本マザーファンド＞ 

 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネ

ジメントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に

分散投資を行います。 

 

債券国別配分戦略 

 債券国別配分においては、オーストラリアに対してはマクロの観点から、カナダに対してはモメンタ

ムの観点から、強気の見通しとしています。一方、英国に対してはモメンタムおよびマクロの観点から、

ドイツに対してはモメンタムおよびマクロの観点から、弱気の見通しとしています。 

 

通貨配分戦略 

 通貨配分においては、日本に対してはファンドフローの観点から、英国に対してはモメンタムの観点

から、強気の見通しとしています。一方、スイスに対してはマクロおよびモメンタムの観点から、ユー

ロ圏に対してはファンドフローおよびモメンタムの観点から、弱気の見通しとしています。 

 

資産間配分戦略 

 世界債券と円キャッシュ間の資産間配分戦略では、世界債券に対してモメンタムの観点から弱気の見

通しとしています。 

 

（上記見通しは2025年10月20日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。） 
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■1万口当たりの費用明細 
 

項目 

当期 

項目の概要 2025年４月22日～2025年10月20日 

金額 比率 
信託報酬 63円 0.686％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

(投信会社) (30)  (0.329)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、目論見書・運
用報告書等の作成等の対価 

(販売会社) (30)  (0.329)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付､分配金・換金代金・
償還金の支払い業務等の対価 

(受託会社) ( 3)  (0.027)  ファンドの財産の管理､投信会社からの指図の実行等の対価 
売買委託手数料 2  0.018  有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

(先物・オプション) ( 1)  (0.014)  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
(プライムブローカー) ( 0)  (0.004)   

その他費用 6  0.063  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
(保管費用) ( 0)  (0.002)  海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用 
(監査費用) ( 1)  (0.008)  監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 
(その他) ( 5)  (0.053)  目論見書・運用報告書等の作成・印刷に係る費用、信託事務処理等に

要するその他の諸費用 
合計 70  0.767   

期中の平均基準価額は9,136円です。 

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡
便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料およびその他費用は、本ファンドが組入れているマザーファンドが
支払った金額のうち、本ファンドに対応するものを含みます。 

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

（参考情報） 

■総経費率 
 当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を除
く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.50％
です。 
 

（注１）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便
法により算出したものです。 

（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料
及び有価証券取引税を含みません。 

（注３）各比率は、年率換算した値です。 
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これ

らの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用
の比率とは異なります。 
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ＤＣ ガリレオ

■売買及び取引の状況(2025年4月22日から2025年10月20日まで) 

 親投資信託受益証券の設定、解約状況 
 

 設   定 解   約 

 口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 

ガ リ レ オ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 56,161 69,984 129,340 160,962 

 

■利害関係人との取引状況等(2025年4月22日から2025年10月20日まで) 

 利害関係人との取引はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

■組入資産の明細(2025年10月20日現在) 

 親投資信託残高 
 

種     類 
前期末 当   期   末 

口  数 口  数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ガ リ レ オ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,204,919 1,131,739 1,413,429 

 

■投資信託財産の構成 2025年10月20日現在 
 

項      目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％ 

ガ リ レ オ ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 1,413,429 99.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,482 0.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 1,415,911 100.0 

（注１）ガリレオ・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,565,581千円）の投資信託財産総額（4,451,957千

円）に対する比率は80.1％です。 

（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお決算日における邦

貨換算レートは１米ドル=151.00円、１カナダドル=107.74円、１ユーロ=176.11円、１英ポンド=202.79円、１スイスフラ

ン=190.46円、１オーストラリアドル=98.21円です。 
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ＤＣ ガリレオ

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

項     目 
当  期  末 

2025年10月20日 

(A) 資 産  1,415,911,709円 

 ガリレオ・マザーファンド(評価額)  1,413,429,711  

 未 収 入 金  2,481,998  

(B) 負 債  12,707,829  

 未 払 解 約 金  2,481,998  

 未 払 信 託 報 酬  9,867,502  

 そ の 他 未 払 費 用  358,329  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  1,403,203,880  

 元 本  1,538,905,522  

 次 期 繰 越 損 益 金 △ 135,701,642  

(D) 受 益 権 総 口 数  1,538,905,522口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  9,118円 

■損益の状況 
 

項     目 

当      期 

自2025年４月22日 

至2025年10月20日 

(A) 有 価 証 券 売 買 損 益   7,954,769円 

 売 買 益   8,938,419  

 売 買 損  △ 983,650  

(B) 信 託 報 酬 等  △ 10,225,831  

(C) 当 期 損 益 金 ( A + B )  △ 2,271,062  

(D) 前 期 繰 越 損 益 金  △ 253,876,649  

(E) 追 加 信 託 差 損 益 金   120,446,069  

 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 969,399,401)  

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 848,953,332)  

(F) 計 ( C + D + E )  △ 135,701,642  

(G) 収 益 分 配 金   0  

 次 期 繰 越 損 益 金 ( F + G )  △ 135,701,642  

 追 加 信 託 差 損 益 金   120,446,069  

 ( 配 当 等 相 当 額 ) ( 969,638,191)  

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△ 849,192,122)  

 分 配 準 備 積 立 金   273,624,569  

 繰 越 損 益 金  △ 529,772,280  

（注１）損益の状況の中で（A）有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２）損益の状況の中で（B）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注３）損益の状況の中で（E）追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額

分をいいます。 

（注４）収益分配金の計算過程において、マザーファンドの配当等収益を繰入れております。 

（注５）期首元本額は1,627,006,616円、当作成期間中において、追加設定元本額は76,649,243円、同解約元本額は164,750,337円

です。 
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ＤＣ ガリレオ

■分配原資の内訳 

（単位：円・％、１万口当たり・税引前） 
 

項目 
第48期 

2025年４月22日～2025年10月20日 

当期分配金 － 

（対基準価額比率） － 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 8,078 

（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。

また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。 

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率

とは異なります。 
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■本ファンドの仕組みは次のとおりです。 
 
商品分類 親投資信託 

信託期間 原則として無期限 
 
運用方針 

 
日本を含む世界各国の債券・通貨への分散

投資を通じて、信託財産の長期的な成長を図

ることを目標として運用を行います。債券市

場の国別配分、および通貨配分はゴールドマ

ン・サックスが開発した3つの計量モデルを組

み合わせて用いることにより決定し、ポートフ

ォリオを構築します。 

主要投資対象 日本を含む世界各国の債券および通貨 

組入制限 ①株式への投資は、信託財産の純資産総額

の70％以下とします。 

②外貨建資産への投資については、特に制

限を設けません。 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

法令・諸規則に基づき、親投資信託(マザーファンド)の

期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上

げます。 

親投資信託 

 

第48期(決算日2025年10月20日) 

 

作成対象期間：2025年４月22日～2025年10月20日 
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ガリレオ・マザーファンド

■最近5期の運用実績 
 

決  算  期 基準価額 

 

ベンチマーク 

 
債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 

純資産 

総 額 期 中 

騰落率 

期 中 

騰落率 

 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

44期(2023年10月20日) 12,374 △4.9 12,342 △5.0 81.0 △39.5 5,026 

45期(2024年４月22日) 12,643 2.2 12,480 1.1 82.5 △27.4 4,915 

46期(2024年10月21日) 12,673 0.2 12,587 0.9 78.8 △14.2 4,765 

47期(2025年４月21日) 12,421 △2.0 12,430 △1.2 78.4 △13.6 4,498 

48期(2025年10月20日) 12,489 0.5 12,527 0.8 82.0 △48.0 4,225 

（注１）ベンチマークは2001年11月29日を10,000として指数化しております。 
（注２）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注３）債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 

■当期中の基準価額と市況推移 
 

年  月  日 基準価額 
 

ベンチマーク 
 債  券 

組入比率 

債  券 

先物比率 騰落率 騰落率 

(期 首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年４月21日 12,421 － 12,430 － 78.4 △13.6 

  ４月末 12,473 0.4 12,513 0.7 80.1 △18.7 

  ５月末 12,463 0.3 12,411 △0.2 80.8 △25.3 

  ６月末 12,477 0.5 12,464 0.3 83.1 △19.8 

  ７月末 12,464 0.3 12,397 △0.3 79.4 △44.5 

  ８月末 12,455 0.3 12,405 △0.2 80.9 △18.2 

  ９月末 12,470 0.4 12,445 0.1 79.7 △46.8 

(期 末)       

2025年10月20日 12,489 0.5 12,527 0.8 82.0 △48.0 

（注１）騰落率は期首比です。 
（注２）ベンチマークは2001年11月29日を10,000として指数化しております。 
（注３）ベンチマークはＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％

＋日本円１ヵ月ＴＩＢＯＲ20％、2021年12月31日まではＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス（グローバル）
（100％為替円ヘッジ、円ベース）80％＋１ヵ月円ＬＩＢＯＲ20％です。 

（注４）債券先物比率は買建比率－売建比率。 
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ガリレオ・マザーファンド

運用経過 
 
■基準価額の推移について（2025年４月22日～2025年10月20日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
■基準価額の主な変動要因 
 本ファンドの基準価額は、期首の12,421円から68円上昇し、期末には12,489円となりました。 
 
上昇要因 
 投資戦略のうち、債券国別配分戦略からのプラス寄与が基準価額の上昇要因となりました。また、保

有する債券からの利息収入が基準価額の上昇要因となりました。 
 
下落要因 
 投資戦略のうち、通貨配分戦略および資産間配分戦略からのマイナス寄与が基準価額の下落要因とな

りました。 
 
■投資環境について 
＜外国債券市場＞ 
 当期において、米国10年国債利回りは下落（価格は上昇）した一方、ドイツおよび日本の10年国債
利回りは上昇（価格は下落）しました。 
 米国では、４月上旬に米国の関税政策を巡る混乱から10年国債利回りが一時4.0％を下回る水準にな
りましたが、その後トランプ大統領が関税を巡る強硬姿勢を後退させたことや、パウエルＦＲＢ（米連
邦準備制度理事会）議長が利下げに慎重な姿勢を示したことから、５月後半には4.6％まで上昇しまし
た。６月下旬以降は経済指標の軟化などから10年国債利回りは下落基調に転じ、4.0％近辺で期末を迎
えました。 
 ドイツでは、防衛予算拡大のため財政規律の緩和方針が示されたことで、10年国債利回りは８月中旬
から９月にかけて2.8％まで上昇しましたが、以降は下落基調となり、2.6％近辺で期末を迎えました。 
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ガリレオ・マザーファンド

 日本では、物価指標の上振れや日銀の金融正常化に対する姿勢を受け、10年国債利回りは期を通して
上昇傾向を示し、1.7％近辺で期末を迎えました。 
 
＜外国為替市場＞ 
 米ドルやユーロを始めとする主要通貨のほぼすべてが対円で上昇しました。ドル円は、期初はトラン
プ政権の政策面における混乱による米ドル離れの影響から141円近辺の水準でしたが、その後は期を通
して上昇基調で推移し、151円近辺で期末を迎えました。ユーロ円は、米ドルから流出した資金の受け
皿となったことや、ユーロ圏における財政拡張政策により金利が上昇傾向を示したことから継続的に上
昇し、176円近辺で期末を迎えました。 
 
■ポートフォリオについて 
 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネジ
メントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に分
散投資を行いました。 
 当社のアクティブな投資判断に基づいて、この運用期間中に投資配分比率を機動的に変更しました。 
 
債券国別配分戦略 
 当期の債券国別配分戦略は、本ファンドのパフォーマンスにプラス寄与となったものと推定していま
す。強気としていたカナダ、イタリア、オーストラリアからはプラス寄与となりました。一方、弱気と
していた英国、米国、また期中に強気から弱気に転じたドイツからはマイナス寄与となりましたが、全
体としてはプラスとなりました。 
 
通貨配分戦略 
 通貨配分戦略は、債券国別配分戦略とは独立して行います。例えば、米国の債券について強気の見通
しであっても、米ドルに対して弱気の見通しであれば、米国債券にはオーバーウェイトとすると同時に、
米ドルをアンダーウェイトとするということになります。当期の通貨配分戦略は、本ファンドのパ
フォーマンスにマイナス寄与となったものと推定しています。弱気としていたスイス・フランと米ドル
からはマイナス寄与となりました。一方、強気としていた英ポンド、ノルウェー・クローネからはプラ
ス寄与となりましたが、全体としてはマイナス寄与となりました。 
 
資産間配分戦略 
 当期の資産間配分戦略は、本ファンドのパフォーマンスに小幅マイナス寄与となったものと推定して

います。 
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ガリレオ・マザーファンド

■ベンチマークとの差異について 
 当期の本ファンドのパフォーマンスは＋0.5％となり、ベンチマーク（＋0.8％）を下回りました。当
期においては、債券国別配分戦略がプラス寄与となりました。一方、通貨配分戦略および資産間配分戦
略はマイナス寄与となりました。 
 

今後の運用方針について 
 基本資産配分は、債券80％、円短期金融商品20％とし、ゴールドマン・サックス・アセット・マネジ

メントが開発した計量モデルを用いて、主として日本を含む世界の先進国の国債および通貨を中心に分

散投資を行います。 

 

債券国別配分戦略 

 債券国別配分においては、オーストラリアに対してはマクロの観点から、カナダに対してはモメンタ

ムの観点から、強気の見通しとしています。一方、英国に対してはモメンタムおよびマクロの観点から、

ドイツに対してはモメンタムおよびマクロの観点から、弱気の見通しとしています。 

 

通貨配分戦略 

 通貨配分においては、日本に対してはファンドフローの観点から、英国に対してはモメンタムの観点

から、強気の見通しとしています。一方、スイスに対してはマクロおよびモメンタムの観点から、ユー

ロ圏に対してはファンドフローおよびモメンタムの観点から、弱気の見通しとしています。 

 

資産間配分戦略 

 世界債券と円キャッシュ間の資産間配分戦略では、世界債券に対してモメンタムの観点から弱気の見

通しとしています。 

 

（上記見通しは2025年10月20日現在のものであり、今後見通しは変更されることもあります。） 
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■1万口当たりの費用明細 
 

項目 

当期 

項目の概要 2025年４月22日～2025年10月20日 

金額 比率 

売買委託手数料 2円 0.018％ 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

(先物・オプション) (2)  (0.014)  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 

(プライムブローカー) (1)  (0.004)   

その他費用 5  0.038  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 

(保管費用) (0)  (0.002)  海外資産等の海外保管銀行等に支払う保管・送金・受渡に係る費用 

(その他) (4)  (0.036)  信託事務処理等に要するその他の諸費用 

合計 7  0.056   

期中の平均基準価額は12,467円です。 

（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む。）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡

便法により算出した結果です。 

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

■売買及び取引の状況(2025年4月22日から2025年10月20日まで) 

(1) 公社債 
 

    買 付 額 売 付 額 

   千米ドル 千米ドル 

外 ア メ リ カ 国 債 証 券 1,347 918 

 ユ
ー
ロ 

  千ユーロ 千ユーロ 

 ド イ ツ 国 債 証 券 1,157 3,235 

国   千英ポンド 千英ポンド 

 イ ギ リ ス 国 債 証 券 － 316 

（注）金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 
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(2) 先物取引の銘柄別取引状況 
 

 

買   建 売   建 

新 規 

買付額 
決済額 

新 規 

売付額 
決済額 

   百万円 百万円 百万円 百万円 

国内 債券先物取引 １ ０ 年 国 債 標 準 物 3,861 3,459 279 277 

外国 債券先物取引 米 国 国 債 先 物 1 0 年 － － 5,097 4,896 

  カ ナ ダ 国 債 先 物 1 0 年 1,521 840 536 742 

  オーストラリア国債先物10年 2,387 2,130 411 407 

  英 国 国 債 先 物 1 0 年 － － 3,035 2,661 

  イ タ リ ア 国 債 先 物 1 0 年 2,316 2,787 350 353 

  ド イ ツ 国 債 先 物 1 0 年 － － 3,514 1,893 

  フ ラ ン ス 国 債 先 物 1 0 年 1,118 1,292 － － 

（注１）金額は受渡し代金。 

（注２）外国の取引金額は、各月中の取引額を当該月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値で換

算した邦貨金額の合計です。 

 

■利害関係人との取引状況等(2025年4月22日から2025年10月20日まで) 
 利害関係人との取引はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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■組入資産の明細(2025年10月20日現在) 

(1) 公社債 

 A  債券種類別開示 

   外国(外貨建)公社債 
 

区    分 

当       期       末 

額面金額 
評   価   額 

組入比率 
うちBB格 
以 下 
組入比率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
ア メ リ カ 15,229 14,458 2,183,194 51.7 － 34.7 16.9 － 

ユ ー ロ 千ユーロ 千ユーロ       

 ド イ ツ 5,233 5,794 1,020,418 24.2 － 19.4 4.7 － 

 千英ポンド 千英ポンド       
イ ギ リ ス 1,417 1,277 259,158 6.1 － 6.1 － － 

合 計 － － 3,462,771 82.0 － 60.3 21.7 － 

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 B  個別銘柄開示 

   外国(外貨建)公社債 
 

種 類 銘 柄 名 
当  期  末 

利 率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

 (アメリカ) ％ 千米ドル 千米ドル 千円  
国 債 証 券 US TREASURY N/B 3％ 3.0 6,331 4,881 737,150 2048/2/15 

 US TREASURY N/B 4.5％ 4.5 4,629 4,835 730,214 2036/2/15 
 US TREASURY N/B 6.25％ 6.25 4,269 4,740 715,829 2030/5/15 

小 計 － － － 2,183,194 － 
 (ユーロ…ドイツ)  千ユーロ 千ユーロ   

国 債 証 券 DEUTSCHLAND REP 2.9％ 2.9 1,251 1,183 208,494 2056/8/15 
 DEUTSCHLAND REP 4％ 4.0 1,028 1,157 203,870 2037/1/4 
 DEUTSCHLAND REP 4.75％ 4.75 998 1,175 207,044 2034/7/4 
 DEUTSCHLAND REP 5.5％ 5.5 983 1,142 201,140 2031/1/4 
 DEUTSCHLAND REP 6.25％ 6.25 973 1,134 199,868 2030/1/4 

小 計 － － － 1,020,418 － 

 (イギリス)  千英ポンド 千英ポンド   
国 債 証 券 UK TREASURY 3.25％ 3.25 417 321 65,227 2044/1/22 

 UK TREASURY 4.25％ 4.25 314 316 64,133 2032/6/7 
 UK TREASURY 4.5％ 4.5 342 318 64,572 2042/12/7 
 UK TSY 4 1/4％ 2039 4.25％ 4.25 344 321 65,224 2039/9/7 

小 計 － － － 259,158 － 
合 計 － － － 3,462,771 － 

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 
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(2) 先物取引の銘柄別期末残高 
 

銘   柄   別 
当   期   末 

買  建  額 売  建  額 

国  百万円 百万円 

内 １ ０ 年 国 債 標 準 物 815 － 

 イ タ リ ア 国 債 先 物 1 0 年 299 － 

外 ド イ ツ 国 債 先 物 1 0 年 － 1,945 

 米 国 国 債 先 物 1 0 年 － 2,124 

 英 国 国 債 先 物 1 0 年 － 693 

 カ ナ ダ 国 債 先 物 1 0 年 690 － 

国 フ ラ ン ス 国 債 先 物 1 0 年 433 － 

 オ ー ス ト ラ リ ア 国 債 先 物 1 0 年 498 － 

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

（注２）－印は組入れなし。 

 

■投資信託財産の構成 2025年10月20日現在 
 

項      目 
当  期  末 

評 価 額 比  率 

 千円 ％ 

公 社 債 3,462,771 77.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 989,186 22.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 4,451,957 100.0 

（注１）当期末における外貨建純資産（3,565,581千円）の投資信託財産総額（4,451,957千円）に対する比率は80.1％です。 

（注２）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。なお決算日における邦

貨換算レートは１米ドル=151.00円、１カナダドル=107.74円、１ユーロ=176.11円、１英ポンド=202.79円、１スイスフラ

ン=190.46円、１オーストラリアドル=98.21円です。 
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
 

項     目 
当  期  末 

2025年10月20日 

(A) 資 産  15,127,692,039円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等  685,222,057  

 公 社 債 ( 評 価 額 )  3,462,771,865  

 未 収 入 金  10,767,846,154  

 未 収 利 息  55,546,875  

 前 払 金  14,406  

 前 払 費 用  4,056,016  

 差 入 委 託 証 拠 金  152,234,666  

(B) 負 債  10,902,505,092  

 未 払 金  10,899,124,772  

 未 払 解 約 金  3,380,320  

(C) 純 資 産 総 額 ( A - B )  4,225,186,947  

 元 本  3,383,129,770  

 次 期 繰 越 損 益 金  842,057,177  

(D) 受 益 権 総 口 数  3,383,129,770口 

 1万口当たり基準価額(C/D)  12,489円 

■損益の状況 
 

項     目 

当      期 

自2025年４月22日 

至2025年10月20日 

(A) 配 当 等 収 益   82,979,682円 

 受 取 利 息   82,979,682  

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益  △ 37,479,274  

 売 買 益   489,637,751  

 売 買 損  △ 527,117,025  

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益  △ 20,191,366  

 取 引 益   126,949,434  

 取 引 損  △ 147,140,800  

(D) そ の 他 費 用 等  △ 1,830,748  

(E) 当 期 損 益 金 ( A + B + C + D )   23,478,294  

(F) 前 期 繰 越 損 益 金   876,766,811  

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金   15,429,459  

(H) 解 約 差 損 益 金  △ 73,617,387  

(I) 計 ( E + F + G + H )   842,057,177  

 次 期 繰 越 損 益 金 ( I )   842,057,177  

（注１）損益の状況の中で（B）有価証券売買損益および（C）先物取引等取引損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２）損益の状況の中で（G）追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差引いた差額

分をいいます。 

（注３）損益の状況の中で（H）解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差引いた差額分をいいます。 

（注４）期首元本額は3,621,646,978円、当作成期間中において、追加設定元本額は62,785,137円、同解約元本額は301,302,345円

です。 

（注５）元本の内訳 ガリレオ 2,251,390,070円 

          ＤＣ ガリレオ 1,131,739,700円 

 
 


